
令和２年度 福井県立大野高等学校全日制 学校評価書 

項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策 

１ 

教育課程 

学習指導 

ａ 家庭学習の現状をより正

確に把握し、課題学習および

自主的・自発的学習を促して

いく。 

目標：生徒の家庭学習内容充

実度の目標指数 肯定的評価

６０％以上。 

 

b 他校の公開授業や各種研

修会等に参加して広く情報を

共有し、主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた指導法

を研究・実践していく。 

目標：教員の授業力向上の目

標指数 

肯定的評価８０％以上 

ａ 授業に満足していると答える生徒の割合は高

水準を保っている。家庭学習時間も2時間以上と答

えた生徒が半数を超えている。これは昨年度と同程

度の割合である。さらに、学力向上の取り組みにつ

いても、9割以上の保護者が満足しているという回

答である。その一方で、「子どもの家庭学習習慣」に

ついて身についていないという回答が 3 割程度あ

る。今後も学力向上の取り組みに努めながら、家庭

学習習慣の定着を図っていく。 

 

ｂ 昨年度までに、公開授業や研究協議会が定着

し、積極的に運営されていたが、本年はコロナ禍の

影響で縮小して行われざるを得なかった。その一方

で、休校中に生徒に向けて作成したオンライン学習

動画を教員間で見せ合って意見交換を行ったり、互

見授業週間には教科をまたいだ教員のグループを

作って意見交換をしたりするなど、教員の授業力向

上に努めた。 

ａ  家庭学習時間の増加と学習習慣定着のため、

学習課題の質の向上、課題点検の工夫、授業での

学習内容の扱い方など、各教科の特性を踏まえな

がら、量・質ともに適切な学習課題と学習方法の

研究を行う。また、家庭との情報交換に努め、学

校と家庭がより連携して生徒の学力向上を目指

す。 

 

ｂ  校内での公開授業や研究協議会の実施を継

続しつつ、校外の授業参観や研修会にも積極的に

参加して幅広い観点から情報を収集し、教員の指

導力向上を図る。 

２ 

生徒指導 

ａ 毎朝の登校指導や毎月の

容儀指導、マナーアップ週間

の指導、交通安全指導の徹底

により、生徒の規範意識の向

上に努める。 

目標：生徒の規範意識達成の

目標指数 肯定的評価９５％

以上  

 

ｂ 学校祭・委員会活動・部

活動を充実させ、生徒の主体

的活動を推進する。 

目標：生徒の生徒会行事や

部・サークル活動の目標指数 

肯定的評価 ９０％以上 

a 正しい身なりで学校生活を送るように努めたと

回答した生徒・保護者は、98％であり、高い意識

が見られた。一方で教職員の容儀指導について

は、積極的に取り組んだ教職員は、79％で前年よ

り10％減少した。容儀指導については、教職員の

共通理解を図ることが必要である。 

 

ｂ 充実した部活動ができたと回答した生徒は、

６年連続で93％を越え、本校の部活動に満足して

いると回答した保護者も５年連続で90％以上とな

った。部活動指導を行ったと回答した教職員は

79％であり、前年より14％増加した。コロナ禍の

状況の中で教職員が部活動等を通して、積極的に

生徒を指導していくという意欲が見られた。 

ａ 継続して実施している登下校の交通指導や

挨拶指導を効果的かつ充実した活動にする。ま

た、全教職員との共通理解を図るため、研修会

などを通じて効果的な指導法について検討する

とともに、生徒会を中心にして校則の見直しに

取り組む。 

 

ｂ 生徒が無理なく充実した学校生活を送るこ

とができるように、学校行事の適正化・効率化

に努める。部活動や学校行事を通じて、学校生

活に主体的に取り組むことができる生徒の育成

に努め、リーダーの育成を図る。生徒が充実し

た活動ができるように、必要な備品をそろえた

り、環境を整えたりして支援する。 

３ 

進路指導 

ａ 進路に係わる全体指導お

よび個人指導の検証と実践を

通して、進路目標の早期設定

と具体化に努める。 

目標：生徒の進路意識高揚の

目標指数 肯定的評価９０％

以上 

 

ｂ 各種研修会・ガイダンス

等への参加を促し、進路指導

力の向上に努める。 

目標：教員の進路意識高揚の

目標指数 肯定的評価９０％

以上 

ａ 進路目標の早期設定と具体化に関し、「進路意

識が向上した」と回答した生徒が91％（昨年比 

+2％）と前年度より増加した。また本校の進路指

導に関する保護者の満足度も90％（昨年比+2％）

と増加した。目標指数90％を達成し、例年同様に

高い満足度を得られている。次年度100％を目指し

てさらに内容の検討を行いたい。 

 

ｂ 「生徒の進路意識が向上した」と回答した教

員が97％（昨年比-3％）と前年度より減少した

が、目標指数90％は達成した。また、教員の研修

会等への参加率は72％（昨年比-2％）で、昨年よ

りやや減少した。コロナ禍により、生徒の大学訪

問が中止になったことや、教員の研修会が開催さ

れなかったことが減少の原因と考えられる。今後

はオンライン研修の活用や研修会の情宣等、指導

力の向上に努めたい。 

ａ 生徒の進路目標の早期設定と具体化を行う

ために、低学年での大学訪問や進路講演会、ガ

イダンス、保護者対象の進路研修会等、適切な

進路情報の提供を行いたい。特に見学や体験が

進路意識向上に深く関係しているため、オンラ

インの活用を含めて内容および方法の検討を行

い、充実を図る。 

 

ｂ 初年度の大学入学共通テストの分析や情報

収集を行い、次年度に向けて対応策や指導方法

の検討を行い、生徒の進路実現を図る。 

 

 



 

 

項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策 

４ 

保健管理 

ａ 各種講演会や保健だより

の発行、校内掲示板や大高メ

ールの活用などで啓発活動を

充実し、家庭とも連携して生

徒の健康・安全に対する意識

を向上させる。 

目標：生徒の健康管理意識の

目標指数 

肯定的評価９０％以上 

 

ｂ 面談やいじめのアンケー

トなどを通して、学年会や関

係部署と密に連携した教育相

談活動を行い、いじめや問題

の未然防止と早期発見・早期

解決を図る。 

目標：生徒の教育相談活動の

目標指数 

肯定的評価９０％以上 

ａ 自分の健康に心がけている生徒は全体の 

９４％で前年度とほぼ同じで高い数値である。過年

度比較をみると、学年が上がるに従ってその数値も

上がる傾向があり、年々意識が向上している。 

 

ｂ 相談したいことがあったら、誰かに悩みを相談

できそうだと答えた生徒は９３％で、前年度より割

合が増加し、その中でも十分にできそうである生徒

の割合が４４％に上がった。学年が上がるに従って

その数値も上がる傾向がある。教職員の教育相談に

対する意識も９１％と高い水準であり、全教職員体

制で生徒の教育相談活動に取り組んでいる姿勢が

現れている。 

ａ 生徒・保護者対象の保健だより・各種講演会

の内容の充実、保健・環境整備委員会活動の活発

化を図り、生徒の健康管理・安全に対する意識の

向上を図る。また，大高メールを活用して保護者

への注意喚起に努める。以上の事柄を今後も継続

して取り組む。 

 

ｂ 生徒が多様化している。そのような生徒が、

気軽に教育相談が出来る環境を整備するととも

に、初期指導を含め、学校全体での適切な対応を

心がける。また、校内相談がなかなか出来ない生

徒に対しては、個々の事例を鑑みながら適切な外

部相談機関を紹介していく。以上の事柄を今後も

継続して取り組む。 

５ 

読書指導 

保護者と

の連携 

ａ 朝読書や古本市、図書館

だより、図書掲示板などを活

用し、読書習慣を定着させ

る。 

目標：年間２冊以上の読書を

した生徒   ７０％以上 

 

ｂ 学校の情報発信を積極的

に行う。 

目標：大高メールの積極的配

信とホームページの週１回以

上の更新を目指す 

ａ 年間２冊以上読書した生徒は６１％で、昨年

より２％、一昨年より５％減少している。昨年度

まで授業短縮で実施した朝読書を、朝活の時間を

利用した朝読書週間に変更した結果、朝読書への

切り替えができず、読書の習慣に結びつかなかっ

たためと考えられる。 

ただし、「朝読書」に対する評価は生徒の中で高

く、実施の要望も多いので、今後の「朝読書」の

あり方について検討していきたい。               

 

ｂ ＰＴＡ活動の内容およびその情報提供につい

て保護者の評価は９６％で昨年度より３％増加、

「とても満足」の項目も昨年度より５％増加して

おり、大高メールの積極的配信とホームページの

週１回以上の更新の成果といえる。 

ａ 今年度は、コロナ禍のため古本市等のイベ

ントが実施できなかった。３密を避けた上で、

図書館に足を運ぶ生徒数を増やしたり、年間の

読書冊数を上げたりする工夫を図書委員と共に

考えていく。また、「朝読書」に対する生徒の評

価は高いので、読書を習慣づける取り組みにな

るように、学年会や教科会と共同して抜本的な

「朝読書」のあり方を検討していく。      

  

ｂ 情報発信を積極的に行っていくが、大高メ

ールについては発信方法や内容を検討してい

く。 

 

 

 


